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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
生
「
芦
北
町
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
早
や
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
順
調
な
行
政
運
営
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
芦

北
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆
様
の
御
理

解
の
賜
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
佐
敷
城
跡
」
が
待
望
の

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、企
業
誘
致
で
は
、

テ
ラ
プ
ロ
ー
ブ
新
工
場
の
増
設
や
東
海

カ
ー
ボ
ン
田
ノ
浦
工
場
の
生
産
増
強
な

ど
、
地
域
振
興
に
明
る
い
展
望
が
開
け

ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
名
水
百
選
の
大

関
山
湧
水
「
真
っ
清
水
」
や
焼
酎
「
葦

分
」「
夢
あ
し
き
た
」
も
引
き
続

き
、
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
世
紀
初
頭
に
当
た

り
、
少
子
・
高
齢
化
、
国
際
化
、

高
度
情
報
化
社
会
等
を
背
景
に
、

人
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
多
様
化
し
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
方

分
権
に
お
け
る
三
位
一
体
の
改
革
を
は

じ
め
、
道
州
制
の
導
入
が
現
実
的
な
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し
、
足
腰
の
強
い
地
方
自
治

体
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
は
至
上
命
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
芦
北
町

で
は
、
新
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

「
芦
北
町
総
合
計
画
」
の
着
実
な
実
現

を
図
る
べ
く
、
芦
北
町
行
政
改
革
大
綱

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
指
針
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
、
中
長
期
的
展
望
に
立
脚

し
た
総
合
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、「
す
べ
て
は
子

供
た
ち
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

子
孫
に
誇
れ
る
新
未
来
づ
く
り
に
向

け
、
町
民
皆
様
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

県
下
に
「
冠
た
る
郷
土
」
芦
北
町
を
建

設
す
る
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
町
は
、
合
併
後
４
年
を
経
過
す
る

中
、
新
未
来
づ
く
り
「
す
べ
て
は
子
供

た
ち
の
た
め
に
」を
テ
ー
マ
と
し
た「
個

性
の
光
る
活
力
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
で

は
原
油
の
高
騰
や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
の
発
生
、
年
金
問
題
等
、
そ
れ
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
外
に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
破
綻

を
き
っ
か
け
に
世
界
的
な
金
融

危
機
が
発
生
し
、
日
本
の
政
治
・

経
済
は
大
混
乱
し
て
国
民
経
済

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
本
の
景
気
動
向
が
不
透
明

感
を
増
す
な
か
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

加
え
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
迫
ら
れ
て
お
り
、
取
り
巻
く
環
境

は
急
激
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
格
的
な
地
方
分
権
時

代
に
向
け
た
議
論
や
具
体
的
な
動
き
も

活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
改
革
の

名
の
下
に
国
の
財
政
再
建
と
経
済
合
理

性
が
優
先
さ
れ
、地
域
間
の
経
済
格
差
、

自
治
体
間
の
財
政
力
格
差
が
ま
す
ま
す

拡
大
し
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
う
い
う
中
で
、
真
に
地
域
を
再
生

す
る
に
は
、
基
礎
と
な
る
町
村
が
、
地

方
分
権
の
中
で
自
治
能
力
を
高
め
、
都

市
と
農
山
漁
村
が
「
共
生
」
し
う
る
社

会
を
強
力
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
本
町
の
将
来
像
を
見
据
え

た
中
で
、
民
意
の
反
映
が
失
わ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
住
民
、
議
会
、
行
政

が
一
体
と
な
り
鋭
意
努
力
し
、
決
意
も

新
た
に
町
村
自
治
の
振
興
・
発
展
に
向

け
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

広報あしきた　２３　広報あしきた

あけましておめでとうございます

芦北町長

竹﨑  一成
芦北町議会議長

藤井  公明



　

12
月
11
日
（
木
）、
鎮
西
高
校

か
ら
ド
ラ
フ
ト
２
位
で
指
名
さ

れ
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
に
入
団
し
た
立
岡
宗
一
郎

選
手
（
海
浦
）
が
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。
立
岡
選
手
は
「
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
に
入

団
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
い
い
背
番
号
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
入
団
の
あ
い
さ
つ

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
、「
厳
し
い
プ
ロ
野

球
の
世
界
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、

大
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

民
す
べ
て
が
立
岡
選
手
の
応
援
団

で
す
。
今
回
の
入
団
で
、
子
供
た

ち
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
大
き

く
成
長
し
て
下
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
13
日
（
土
）
に
は
、
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
田
浦
ク
ラ
ブ
と

田
浦
南
ク
ラ
ブ
の
練
習
に
訪
れ
「
自

分
は
、
子
供
の
こ
ろ
は
楽
し
ん

で
野
球
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
き

つ
い
練
習
で
も
楽
し
ん
で
野
球
を

や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
し

て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
か
ら
今

後
の
目
標
や
好
き
な
食
べ
物
な
ど

質
問
が
あ
り
、
立
岡
選
手
は
笑
顔
で
答

え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
立
岡
選
手
は
、
１
月
か
ら
新

入
団
選
手
で
の
合
同
自
主
ト
レ
が
行
わ

れ
、
２
月
１
日
か
ら
宮
崎
市
（
生
目
の

杜
運
動
公
園
）
で
キ
ャ
ン
プ
入
り
と
な

り
ま
す
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

立岡宗一郎（たておかそういちろう）
海浦小２年で軟式野球を始め、田浦中時代は投
手として春の九州大会準優勝。鎮西高校では、
１年春からレギュラー、中堅手としてプレーし
た。
身長１８０ｃｍ、体重７８ｋｇ、右投げ

本町から５人目の
　プロ野球選手誕生

子
ど
も
達
に
激
励
を
送
る
立
岡
選
手

竹﨑町長と立岡選手

クリーン作戦

　１２月６日（土）、葦北郡手をつなぐ育成
会（石田浩一会長）が福祉団体や小中学生な
どに呼びかけて平成２０年度クリーン作戦を
きずなの里周辺で実施しました。
　参加した竹﨑町長はじめ約１６０人は寒空
の中、町を綺麗にしようとごみを拾っていま
した。クリーン作戦は、障がい者本人が家庭
や地域で通常の生活ができるようにする社会
づくりを目指すために毎年行っています。

湯浦川沿いのごみを拾う参加者

肥後と薩摩を結ぶ歴史回廊を往く

　１２月７日（日）、水俣・芦北地域と北薩
地域（鹿児島県）の行政機関及び民間団体の
連携により、両地域の地域資源や地域特性（薩
摩街道や両地域の食・特産物等）を活用した
県境交流事業イベント第１回薩摩街道歴史ふ
れあいウォークが開催されました。参加者は、
佐敷城跡、つなぎ文化センター、米ノ津東小
学校（出水市）からスタートし、ゴールのエ
コパーク水俣を目指し、晴天の中ウォーキン
グを楽しみました。

佐敷城跡を出発する参加者

「カンボジアに学校を贈ろう」益金贈呈

　１２月１７日（水）、カンボジアの学校建
設に役立てて欲しいと、芦北町国際交流協会

（竹﨑一成会長）に大野小学校児童代表 5 名
から「カンボジア募金米」販売の益金が贈ら
れました。
　全校児童で学校近くの田んぼにお米を栽培
し、田植え、草取り、稲刈り作業に取り組み
ました。児童代表 16 名で、11 月 30 日（日）
の「芦北町国際交流まつり」において「カン
ボジア募金米」として販売しました。

国際交流まつりでカンボジア募金米を販売する児童



広報あしきた　６７　広報あしきた

荒川ムカさん満 100 歳

　１２月４日（木）、米田の荒川ムカさんが
めでたく満１００歳を迎えられました。お祝
いに訪れた竹﨑町長が長寿の慶祝金を贈り、
お祝いの言葉をかけると、「ありがとうござ
います」とお礼の言葉を述べられました。荒
川さんは、ともてお元気で新聞をよく読んで
らっしゃいます。
　いつまでも元気にお暮らしになることをお
祈りします。

第 52回芦北マラソン大会

　１２月１４日（日）、第５２回芦北マラソ
ン大会が、佐敷中学校をスタート・ゴールに
開催されました。大会には、町内の小・中学
生、一般の２６０人（小学生８５人、中学生
１６６人、一般９人）が参加してクラス毎に
健脚を競いました。
　準備体操の後、各クラス別に分かれて一斉
にスタートすると、会場に詰めかけた保護者
や沿道で応援する人達から大きな声援が送ら
れました。

全九州中学生
バドミントン大会

　１２月６日（土）、７日（日）の２日間、
九州大会芦北オープン２００８親善中学生バ
ドミントン大会が、芦北郡バドミントン協会
の主催で、しろやまスカイドームで開催され
ました。
　学年別のシングルス、ダブルスの種目で熱
戦を繰り広げました。
　大会は、県内はもとより九州一円から３５
クラブ４５０人を越える参加があり、会場は
熱気に包まれていました。

平成 21 年 4月から、国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）対
象者の納付方法が選択制（「年金天引き」か「口座振替」）になります。

※対象者の方で特別徴収（年金天引き）を希望される方は、手続きの必要はありません。
※どちらの納付方法でも、国民健康保険税の総額は変わりません。

《対象者》
・現在、特別徴収（年金天引き）により国民健康保険税を納付されている方
・平成 21 年 4 月から新たに国民健康保険税の特別徴収（年金天引き）が開始される方

《内容》
・対象者の方で口座振替を希望される方は、平成 21 年 1 月 30 日（金）までに申請されると、平成
21 年 4 月からの特別徴収（年金天引き）を中止し、平成 21 年 7 月からの口座振替による納付と
なります。

《手続きの方法》
・対象者の方で口座振替を希望される方は、❶振替口座の預金通帳、❷通帳のお届け印、❸保険証
　を役場税務収納課までご持参くださるようお願いします。
　※口座振替に変更された場合、その社会保険料控除は口座振替によりお支払いいただいた方に適
　　用されます。

※お問い合わせ　税務収納課住民税係　☎８２−２５１１（内線１２３）

農林水産業コンクール表彰

　農林水産業コンクール等において、優秀な
成績を収めた生産者の方の業績を表彰する

「芦北町農林漁業表彰に関する規程」により、
第 16 回 JA 熊本経済連肉畜枝肉共励会肉牛
の部でグランドチャンピオンを受賞された田
中法義さん（吉尾）に、竹﨑町長から表彰状
が授与されました。
　芦北町農林漁業表彰に関する規程により表
彰されたのは、田中さんで 5 人目となりま
した。

水防功労者表彰

　１２月１９日、国土交通省八代河川国道事
務所において、九州地方整備局水防功労者局
長表彰伝達式が行われ、本町消防団第８分団
が受賞されました。
　本表彰は、水防に関して著しい功績があ
り、他の模範と認められる団体に贈られるも
ので、第８分団の漆口地区での水防活動が評
価され今回受賞したものです。
　出席された坂本政行分団長は、「大変名誉
な表彰であり、今後の水防活動の励みになり
ます」と謝辞を述べられました。

安全・安心な町づくり

　１２月２日（火）、芦北警察署で第１回芦
北町・芦北警察署「安全・安心」連絡会議が
開催されました。この連絡会議は、芦北町に
おける安全で安心なまちづくりをより効果的
に推進することを目的に設置されました。防
犯対策、交通安全対策やごみの不法投棄対策
など町と芦北警察署双方に連絡・連携窓口を
設置して、安全で安心なまちづくりを推進し
ていきます。今後は、年に２回定期的に会議
を開く予定となっています。



広報あしきた　８９　広報あしきた

平成２１年４月から役場の組織が変わります
　現在、町では継続的に住民サービスを提供できる安定した行財政運営を目指して、行財政改革
に取り組んでいます。今回の組織再編は、少子高齢化による人口減少、国の財政構造の硬直化に
よる三位一体改革など、大きな環境の変化に柔軟かつ的確に対応すべく、住民サービスの向上に
も十分配慮しながら、地方分権時代にふさわしい簡素で効率的な組織へと再編する予定です。

　田浦基幹支所、福祉課、商工観光課、会計室、議会事務局、教育課、生涯学習課、農業委員会
事務局については、変更ありませんが一部の配置変更を予定しています。
また、各出張所等の出先機関についても変更はありません。
なお、各課各係等の事務内容及び配置図については、広報あしきた３月号でお知らせいたします。

総務係
文書法規係
管理係
管財係
防災交通係
秘書広報係
情報管理係

行政改革推進係
企画統計係
財政係
高速交通対策係
まちづくり推進係

住民税係
固定資産税係
収納係

住民係
医療年金係
介護保険係

地域環境係
生活衛生係

農業振興係
林務水産係
技術係

都市計画事務係
住宅係
土木係
建築係
用地係
維持係

地籍調査係

水道係

総務係
文書法規係
管財係
防災交通係
秘書広報係
情報管理係

財政係
まちづくり推進係

住民税係
固定資産税係
収納係

総合窓口係
医療年金係
介護保険係

農政係
林務水産係
振興係

計画係
住宅係
土木係
建築係
維持係

地籍調査室

水道係
下水道係

企画調整係
行政改革係

政策推進室

環境対策室

上下水道課
水道課

総務課

企画財政課

住民生活課

税務収納課

建設課

農林水産課

総務課

企画財政課

住民生活課

農林水産課

建設課

税務課

環境衛生課

地籍調査課

旧 新

長寿医療（後期高齢者医療）制度の保険料の
　　　お支払い方法の変更ができます

〜平成２１年４月から、「年金からのお支払い（特別徴収）」と
　　　　　　　　　「口座振替（普通徴収）」の選択制となります〜

　後期高齢者医療制度の保険料ついて、下記の対象者の方で、「口座振替」によるお支払い
をご希望される方は、平成２１年１月３０日（金）までに申請されると、平成
２１年４月分の年金から保険料の差引きが中止となり、平成２１年７月から口座振替により
保険料をお支払いしていただくことになります。

＜対象者＞
・現在、年金からの特別徴収により保険料を納付していただいている方
・平成２１年４月から新たに年金からの特別徴収が開始される方

＜条件＞
今までは・・・

下記のいずれかに該当すれば、口座振替に変更することができます。
①国民健康保険の保険税を確実に納付されていた方（本人）が口座振替により納付する場合

（国保の世帯主で滞納のなかった方が対象）
②年金収入が１８０万円未満の方で、世帯主または配偶者の口座から保険料を納付する場合

これからは・・・

　　被保険者ご本人及び被保険者ご本人以外の方の口座から納付することができます。
　　（※金融機関等へ口座振替依頼をしていただく必要があります。）

※被保険者ご本人以外の方の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口
座振替により支払いをされた方に適用されます。
※これまでの国民健康保険税の納付実績等により後期高齢者医療保険料の納付が見込まれない
方等については口座振替への変更が認められない場合があります。
※口座振替において、口座引き落しができなくなった際には、年金からのお支払い（特別徴収）
に戻る場合があります。

※お問い合わせ　住民生活課医療年金係　　　　　　　８２ー２５１１（内線 141・142）
　　　　　　　　熊本県後期高齢者医療広域連合　　　０９６ー３６８ー６５１１

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
職
員
を
装
っ
た
不

審
な
電
話
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
職
員
」
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
県

に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
職
員
を
名
乗
り
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収

を
年
金
差
し
引
き（
特
別
徴
収
）

か
ら
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）

に
変
更
し
な
い
か
と
い
っ
た
不

審
な
電
話
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
職
員
が
直
接
電
話
を
し

て
、
年
金
差
し
引
き
（
特
別
徴

収
）
か
ら
口
座
振
替
（
普
通
徴

収
）
へ
の
変
更
を
勧
奨
す
る
こ

と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て

も
、
銀
行
口
座
等
の
個
人
情
報

を
教
え
た
り
し
な
い
よ
う
ご
注

意
下
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
電
話
や

不
審
に
思
う
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
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　町県民税の申告は、町県民税や国民健康保険税の課税資料の基となるとともに、税金の証明
書の発行や、各種手当ての受給者資格の判定や支給額の算定等をするための資料になります。

①印鑑（認め印）
②所得等を証明できる書類
　・源泉徴収票または事業主による証明（証明印必要）
　・営業・農業・その他事業・不動産所得のある人は、帳簿書類・必要経費の領収書など
③各種の控除を受けるための証明書・領収書

町 県 民 税 申 告 の お 知 ら せ

◆申告に持ってくるもの

◆申告が必要な方

平 成 ２ ０ 年 度 町 県 民 税 申 告 受 付 日 程

◆時間外申告受付
　期　間　２月１６日（月）〜３月１６日（月）　（土日を除く）
　時　間　１７：３０〜１９：００
　場　所　税務収納課

※お問い合わせ　税務収納課住民税係　☎８２ー２５１１（内線 122）

平成２１年１月１日現在芦北町に居住している人が対象です。
○平成２０年中に収入のあった人（確定申告をする人は不要です。）

①営業等・農業・不動産・配当・雑（公的年金以外）などの収入があった人
②給与収入（パート・アルバイト収入を含む）があり、次に該当する人
　・給与以外に収入のあった人、または給与を２ヶ所以上の事業所から受け取った人
　・勤務先から芦北町役場に給与支払報告書の提出がされていない人
③公的年金等の所得があり、次に該当する人
　・公的年金等以外に収入があった人
　・平成２０年中の公的年金等の収入が、６５歳以上で１４８万円以上、６５歳未満で
　　９８万円以上の人

○所得のなかった人（無収入の人でも申告書を提出して下さい。）
※ただし、両親等の親族が芦北町内に居住し、その人が年末調整や確定申告などであなたを扶
　養している旨の届出をしている場合は申告不要です。

申告受付期間　平成 21年 2月 16 日㈪〜 3月 16 日㈪

※受付期限が近づくにつれ、役場税務収納課は大変混み合います。できる限り、お住まいの地区
　の申告受付の際に会場にて申告手続をしていただきますようご協力お願いいたします。

受  付  日
対　象　地　区 受　付　会　場

月 日 曜

２月

16 月 上原、高田辺、海路、内木場、箙瀬・吉尾・市居原
東部保健福祉センター

17 火 永谷、黒岩、大岩１・２、岩屋川内

18 水 白石、東告、西告、塩浸、天月、白木
大野出張所２階大研修室

19 木 市野瀬、国見、大野

20 金 鶴木山、計石西・東、白岩、芦北 芦北町役場３階大会議室

21 土
休み

22 日

23 月 花岡西、福浦、沖、女島西、平生 芦北町役場３階大会議室

24 火 横居木、田浦１・２・３・４

田浦基幹支所３階大会議室
25 水 田浦町１・２・３・４

26 木 小田浦１・２・３・４・５・６・７

27 金 海浦１・２

28 土
休み

３月

1 日

2 月 米田、丸山、豊岡、湯東、湯北

きずなの里トレーニング室3 火 大川内西・東・南、湯南団地、宮崎

4 水 高岡北・南、古石北・南、湯南

5 木 伏木氏、花岡北、諏訪、花岡東・田川・宮浦・八幡・桑原
社会教育センター

6 金 松生、大尼田、立川、町４区、乙千屋、道川内西・東

7 土
休み

8 日

9 月 波多島、井牟田１・２　※午前の部（9:30 〜 12:00）のみ 上田浦地区社会教育センター

10 火

指定地区なし 税務収納課及び田浦基幹支所

※８：３０

　　〜１７：３０

11 水

12 木

13 金

14 土
休み

15 日

16 月 指定地区なし

●受付時間　９：３０〜１６：００（１２：００〜１３：００除く）

※指定された日に都合が悪い場合には、指定日以外でも申告できます。

　

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

は
、２
月
16
日(

月)

か
ら
３
月
16
日(

月)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
と
納
税
は
期
限

内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
の
申
告
書
作
成
相
談
会
】

▼
日
時　

２
月
３
日
（
火
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　

２
月
４
日
（
水
）
９
時
〜
16
時

　
　
　
　

２
月
５
日
（
木
）
９
時
〜
15
時

▼
水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

【
出
張
申
告
相
談
会
】

▼
日
時　

２
月
25
日
（
水
）
９
時
〜
16
時

　
　
　
　

２
月
26
日
（
木
）
９
時
〜
15
時

▼
水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

※
申
告
に
必
要
な
も
の
は
、
町
県
民
税
申

告
の
お
知
ら
せ
に
あ
る
も
の
と
基
本
的
に

同
じ
で
す
が
、
ほ
か
に
必
要
と
思
わ
れ
る

書
類
が
あ
る
場
合
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

八
代
税
務
署

　

☎
０
９
６
５
ー
３
２
ー
３
１
４
１　
　

　
　
（
自
動
音
声
案
内
）
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町県民税　　　　４期
国民健康保険税　６期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

１月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　　２月　２日（月）
●口座振替日　　１月２６日（月）

広報あしきた　12

田浦子育て支援センター　２月の行事
　３日（火）豆まきをしよう
１０日（火）リズム遊び・手遊びをしよう
１３日（金）戸外で遊ぼう
１７日（火）貯金箱を作ろう
２４日（火）誕生会・身体測定
　初めての方も気軽に参加できますのでどうぞおいで下さい
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）　☎８７−００３４

お
知
ら
せ

　

環
境
セ
ン
タ
ー
１
月
の
イ
ベ
ン
ト

【
水
俣
湾
史
跡
め
ぐ
り
】

　

水
俣
の
環
境
保
全
と
公
害
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
日　

２
月
８
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
16
時

▼
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

生活習慣病とメタボリックシンドロームについて

　今回は「生活習慣病とメタボリックシンドローム」についてです。
　「生活習慣病」とは、がんや脳卒中、心臓病、糖尿病など生活に支障をきたし、時
には命にも関わる怖い病気です。
　生活習慣病には食べ過ぎや飲みすぎ、喫煙、運動不足、ストレスなど乱れた不健康
な生活習慣が大きく関係しています。生活習慣病は個々の病気が別々に進行するので
はなく、無症状で、体重の増加や血圧、血糖値が上昇してくるなどからだの中で潜在
的に静かに進行していきます。
　特に、内臓脂肪の蓄積に加え、高血圧、脂質異常、高血糖といった危険因子の２つ以
上を併せ持った状態を「メタボリックシンドローム」といいますが、それぞれ「ちょっと高め」
の軽度であっても、危険因子を併せ持つことで動脈硬化の危険は急激に高まり、心臓病や脳卒中
などを発症しやすくなります。「肥満」「高血圧」「脂質異常」「高血糖」が全くない人に比べ、危
険因子が１～２個ある人は心臓病の発症率は５倍、３～４個持っている
人は３６倍にもなります。
　「適度な運動と休養」、「栄養バランスのよい規則正しい食生活」、「節酒」、

「禁煙」などによって生活習慣病を予防することが可能です。４０歳代以
上の人だけでなく、２０～３０歳代の人も他人事ではありません。若い
頃から生活習慣を見直し、年１回は健診を受け体の状態をよく知り、生
活習慣病から身を守りましょう。

　在宅生活において、介護を必要とする重度の障害者に対して支給
される手当として、下記の 3 種類があります。該当される方は、福
祉課障害者福祉係に申請をお願いします。

◆特別障害者手当
・受給資格　在宅で生活する 20 歳以上の障害者で、基本的に重度
　の障害を２つ以上もつ場合　・手当額　月額 26,440 円

◆障害児福祉手当
・受給資格　在宅で生活する 20 歳未満の障害児で、重度の障害を
　有する場合　・手当額　月額 14,380 円

◆特別児童扶養手当
・受給資格　20 歳未満で、おおむね中程度以上（身体障害者手帳 3 ～ 4 級・療育手帳 B1 程度）
　もしくは重度（身体障害者手帳 1 ～ 2 級、療育手帳 A 判定程度）の障害を有する児童を監護し、
　養育している場合　・手当額　中度障害：月額 33,800 円　重度障害：月額 50,750 円

※障害児福祉手当と特別児童扶養手当の併給も可能です。
※上のいずれの手当でも 3 ヶ月以上入院している場合、又は福祉施設に入所している場合は対象
　外となりますのでご注意ください。
※受給資格でおおむねの基準を書いていますが、該当しない場合もありますので御了承ください。

　※お問い合わせ　福祉課障害者福祉係　☎ 82-2511（内 152）

　

芦
北
町
の
取
り
組
み
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ

　

系
全
国
放
送
の
番
組
で
放
映
さ

　

れ
ま
す
！

　

本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
際
交
流
事
業

の
中
の
ひ
と
つ
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
研
修
員
受

入
」
に
つ
い
て
の
紹
介
が
番
組
の
中
で
全
国

放
送
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
湯
浦
小
学
校
で
音

楽
の
技
術
研
修
に
取
組
ん
で
い
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
か
ら
の
研
修
生
キ
ン
・
ラ
ー
先
生
、

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
が
取
組
む
カ
ン
ボ
ジ

ア
学
校
建
設
募
金
活
動
の
模
様
が
紹
介
さ
れ

ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

【
放
映
内
容
】

▼
番
組
名　
「
熱
血
！
地
球
教
室
２
０
０
９

地
雷
の
国
に
夢
を
咲
か
せ
た
い
ス
ペ
シ
ャ

ル
！
」（
仮
題
）

▼
放
送
日　

２
月
９
日
（
月
）

▼
放
送
時
間　

21
時
～
22
時
54
分
（
予
定
）

▼
放
送
局　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系

全
国
ネ
ッ
ト
）

　

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介

　

高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高
め
、
健

康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
、
就
業
で
き
る
よ
う
職
場
開
拓
と
職
業

相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日　

毎
週
火
曜
日

▼
相
談
時
間　

13
時
〜
16
時

▼
相
談
場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉
課
内

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　

芦
北
相
談
所　

☎
８
２
ー
５
３
１
０

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
対
象
者　

一
般
、
親
子

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円

【
里
地
里
山
体
験
教
室
】

　

自
然
と
共
に
生
き
る
く
ら
し
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
日　

２
月
22
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
愛
林
館

▼
募
集
人
員　

30
人

▼
対
象
者　

一
般
、
親
子

▼
参
加
費　

中
学
生
以
上
１
５
０
０
円　

小

学
生
以
下
１
０
０
０
円

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

６
２
ー
２
０
０
０
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山
茶
花
の
ほ
こ
ろ
び
初
め
し
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

葉
だ
ま
り
を
床
暖
房
に
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

底
冷
え
の
月
晧
々
に
身
を
さ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

自
転
車
を
杖
が
わ
り
に
押
す
冬
陽
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

す
こ
や
か
に
明
治
も
同
居
四
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

【
し
お
ん
の
家
短
歌
会
】

寒
空
に
と
ん
と
ん
と
ん
と
釘
を
打
つ
日
曜
大
工
に
早
起
き
の
夫つ

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
早
苗

古
来
よ
り
残
る
先
祖
の
村
供
養
あ
つ
ま
る
人
ら
み
な
老
い
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
園
政
枝

勉
学
の
息
子
を
車
で
た
ず
ね
ゆ
き
二
ヶ
月
分
の
ご
み
積
み
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
和
子

和
歌
山
の
息こ

に
届
け
ん
と
新
米
の
荷
づ
く
り
を
す
る
菓
子
等
も
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
良
子

金
星
と
木
星
と
月
寄
り
そ
い
て
南
西
の
海
今
宵
あ
か
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
さ
ゆ
み

【
田
の
浦
荘
短
歌
会
】

萱か
や

の
穂
が
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
お
も
し
ろ
い
互
い
に
ふ
れ
合
い
話
し
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
　
瀧
崎
リ
キ

「
田
の
浦
」
で
百
一
歳
は
一
人
に
な
っ
た
人
の
喜
ぶ
事
を
し
て
生
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田
耕
男

百
一
歳
の
夫
は
勝
手
に
考
え
て
勝
手
に
し
ゃ
べ
っ
て
楽
し
そ
う
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田
ナ
ツ
エ

丹
念
に
む
い
て
干
し
た
る
吊
し
柿
人
よ
り
先
に
小
鳥
が
つ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
武
次
郎

送
迎
の
バ
ス
の
窓
に
は
杉
迫
の
山
の
紅も

み
じ葉
が
ま
っ
か
に
映う
つ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
俊
子
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

もち等による窒息を防ごう！！

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０俳

柳

短

歌

自転車等に乗る時・・・

携帯電話等は使えません！！
〜平成２１年１月１日　熊本県道路交通規則改正〜

　

自
転
車
等
に
乗
る
時
は
、
携
帯
電
話
や
携
帯

用
の
電
子
機
器
を
使
用
し
て
の
運
転
行
為
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ヤ
ホ
ン
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
等
を
使
用
し
な
が

ら
自
転
車
に
乗
用
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。違反すれば５万円以

下の罰金

通　話 メールやインターネット、ゲーム等

　もちを食べる機会が増え、窒息により救急車の出動が多くなるとともに命を脅かす緊急
性の高い病態です。
予防と対処について、勉強しましょう。　　チョークサイン！　これを見たら窒息を疑う
★高齢者と乳幼児に多い！
　・高齢者は飲み込む力が低下し、その多くの原因としてもちによる窒息があります。
　・乳幼児は飲み込む力が未熟で、何でも口に入れることが原因で、ピーナツ、飴、
　　おもちゃ 等があります。
★対処法（成人の場合）
　・救急車を要請する。１１９　　　
　・患者の背中（肩甲骨と肩甲骨の間）を手のひらで叩く。反応が無くなったら胸の間（乳首
　　と乳首の間）を１分間に１００回のリズムで４～５ｃｍ押す。（心肺蘇生法：成人と同じ）
　・異物（もち等）が取れるまで、または救急隊に引き継ぐまで行う。　
★予防法
　・高齢者への対応
　　もち、こんにゃく、かまぼこ等は小さく切って食べさせる。
　・乳幼児への対応
　　口に入るもの（トイレットペーパーの芯をとおる物）は、近くに置かない。
※対処法を覚えるよりも、予防することが大事です。

☆☆ ☆

☆
印
は
、「
心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
」

で
入
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。人 口　　　　２０，６８２人　　（ー１９）　

男 　　　　　９，６５９人　　（ー　９）
女 　　　　１１，０２３人　　（ー１０）

65 歳以上　　　　　７，１４１人　　（＋１１）
高齢者率　　　　　　３４．５％　　（＋０．１）
世 帯 数　　　　７，６５４世帯　　（ー　３）

人口のうごき（H21.1.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お誕生日おめでとう
H20.12.1 〜 12.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     　出生日　  性別　保護者　　行政区

吉海　友
と も き

貴　　 １１．２９　 男　　幸一　　湯浦南

藤井　紗
さ き

季　　 １２．  ７　 女　　武史　　湯浦南

三道　悠
ゆ う ま

慎　　 １２．１３　 男　　慎之　　湯南団地

山元　凜
り ん と

斗　 　１２．１６　 男　　良一　　湯浦南

才藤　愛
あ い る

依瑠　 １２．１７　 女　　潤　　　田浦町３

薮　　心
こ こ あ

愛　　 １２．１７　 女　　陽介　　西告

元村　心
こ こ な

愛　　 １２．１７　 女　　雄一郎　小田浦３

ご冥福をお祈りします
H20.12.1 〜 12.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　

１２．  １　　　  白坂　ノブ子　　８３　　女島西

１２．  ５　　　  釡　　仲男　　　９２　　沖

１２．  ５　　　  井川　馨　　　　９２　　女島西

１２．  ６　　　  草野　シズエ　　９０　　大野

１２．  ８　　　  内園　ハツヨ　　８４　　道川内東

１２．１２　　　  丁　　謙助　　　７５　　豊岡

１２．１５　　　  吉村　トシ　　　９０　　田浦２

１２．１３　　　  江口　一　　　　７７　　芦北

１２．１８　　　  柿谷　シヲ　　　９６　　大尼田

１２．１８　　　  川上　フミエ　　８５　　井牟田２

１２．２１　　　  岩本　悟　　　　８８　　岩屋川内

１２．２１　　　  久本　芳市　　　８７　　湯浦南　

１２．２６　　　  坂本　正人　　　７８　　白石

１２．２７　　　  三好　英彦　　　７６　　道川内東

１２．２９　　　  竹本　芳子　　　９９　　古石北

１２．２９　　　  渕上　マジュ　  １０３　  田浦町２

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。
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発
行

日
／

平
成

２
１

年
１

月
１

5
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発
　

行
／

芦
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編

集
／

総
務

課
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刷

／
秀

文
社

印
刷

所

２
０
０
９

1
月

　N
o.49

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
３
月
８
日
（
日
）
ま
で
「
冬
の
常

設
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　

新
た
な
借
用
原
画
「
君
子
蘭
」「
ポ
ピ
ー
」「
椿
の
実
」
を

は
じ
め
、当
館
所
蔵
の
原
画
及
び
リ
ト
グ
ラ
フ
「
一
枝
の
椿
」

「
キ
ダ
チ
ベ
ゴ
ニ
ア
」「
豚
」
な
ど
の
詩
画
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
「
冬
の
常
設
展
」 

▼
開
催
期
間　

12
月
10
日 

～
３
月
８
日

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

小
・
中
学
生

３
０
０
円　

未
就
学
児　

無
料

団
体
割
引
20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
２
６
０
円

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引
き 

※
障
害
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

２
０
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
害
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
害
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時
～
18
時
（
４
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
（
10
月
〜
３
月
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「君子蘭」

◆期　　日　平成２１年２月１５日（日）
◆時　　間　午後１時開場　　午後１時３０分開演
◆場　　所　しろやまスカイドーム
◆チケット　大人１，０００円　小中高生５００円（幼児は無料）
◆チケット販売所
　　生涯学習課、社教センター、大野出張所、吉尾出張所、
　　ヘルシーパーク、スカイドーム、商工観光課

第５回芦北町音楽
祭


